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屋根より高く… 
　4月22日、群岡保育所において鯉のぼり立て 
を行いました。 
　子どもたちは、大空を自由に泳ぐ鯉のぼりが、 
とてもうらやましそうでした。 
　鯉のぼりはその視線を感じてか、どこか誇ら 
しげに泳いでいるようでした。 

屋根より高く… 
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平成17年度予算のあらまし 

一
　
般
　
会
　
計
 

   　
　
国
の
平
成
　
年
度
予
算
は
、
平
 

　
成
　
年
度
に
続
き
歳
出
の
一
層
の
 

　
削
減
を
図
る
こ
と
と
し
、
国
債
発
 

　
行
額
に
つ
い
て
も
極
力
抑
制
す
る
 

　
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
　
一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
平
成
 

　
　
・
　
年
度
に
つ
い
て
は
「
地
方
 

　
公
共
団
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
 

　
に
必
要
な
地
方
交
付
税
・
地
方
税
 

　
な
ど
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
 

　
す
る
」
と
の
考
え
も
示
さ
れ
ま
し
 

　
た
が
、
小
さ
な
町
村
ほ
ど
減
額
と
 

　
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
 

　
本
町
の
平
成
　
年
度
当
初
予
算
は
、
 

　
第
　
次
行
財
政
改
革
方
針
に
基
づ
 

　
き
積
極
的
に
事
務
事
業
の
見
直
し
 

　
を
行
い
、
経
費
の
節
減
・
効
率
化
 

　
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
従
 

　
来
に
も
増
し
て
財
源
の
重
点
的
か
 

　
つ
効
率
的
な
配
分
を
行
う
と
と
も
 

　
に
、
昨
年
９
月
の
自
立
宣
言
に
沿
 

　
っ
た
独
自
の
特
色
あ
る
町
づ
く
り
 

　
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
 

　
念
頭
に
お
い
て
編
成
し
ま
し
た
。
 

　
　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
総
 

　
額
は
　
億
３
、
２
０
０
万
円
と
な
 

　
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
・
４
％
 

　
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

    　
　
歳
入
の
項
目
別
の
構
成
比
率
は
 

　
グ
ラ
フ
の
と
お
り
国
か
ら
交
付
さ
 

　
れ
る
地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
歳
 

　
入
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、
 

　
次
い
で
町
税
、
町
債
、
県
支
出
金
、

　
国
庫
支
出
金
の
順
に
な
っ
て
い
ま
 

　
す
。
 

　
　
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
度
は
三
 

　
位
一
体
改
革
に
よ
り
大
幅
な
減
額
 

　
が
見
込
ま
れ
た
た
め
に
少
な
く
見
 

　
積
り
ま
し
た
が
、
実
際
は
大
幅
な
 

　
減
額
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
 

　
前
年
度
交
付
決
定
額
と
ほ
ぼ
同
額
 

　
を
見
込
ん
だ
結
果
、
１
億
９
、
９
 

　
８
０
万
円
（
８
・
７
％
）
の
増
と
 

　
な
り
ま
し
た
。
 

　
　
町
債
は
、
減
税
補
て
ん
債
の
一
 

　
括
償
還
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
 

　
る
９
、
５
４
０
万
円
の
減
額
な
ど
 

　
に
よ
り
１
億
３
、７
７
０
万
円（
　
 

　
・
６
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
　
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
道
 

　
路
整
備
事
業
や
道
路
河
川
災
害
復
 

　
旧
事
業
に
よ
り
８
、
１
６
０
万
３
 

　
千
円
（
　
・
４
％
）
の
増
、
県
支
 

　
出
金
は
情
報
通
信
格
差
是
正
事
業
 

　
等
に
よ
り
７
、
６
８
８
万
６
千
円
 

　（
　
・
３
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

  　
　
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
総
 

　
務
費
が
最
も
多
く
、
次
い
で
公
債
 

　
費
、
土
木
費
、
民
生
費
の
順
と
な
 

　
っ
て
い
ま
す
。
 

　
　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
 

　
で
す
。
 

 『
総
務
費
』
 

　
　
新
郷
・
笹
川
地
区
の
携
帯
電
話
 

　
の
通
話
を
可
能
と
す
る
移
動
通
信
 

　
用
鉄
塔
整
備
事
業
や
さ
ゆ
り
が
丘
 

　
自
治
区
の
集
会
場
施
設
建
設
費
補
 

　
助
を
新
た
に
計
上
し
た
ほ
か
、
ケ
 

　
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運
営
費
や
町
民
バ
 

　
ス
運
行
費
、
温
泉
施
設
・
さ
ゆ
り
 

　
公
園
管
理
業
務
委
託
料
を
計
上
し
 

　
ま
し
た
。
 

 『
民
生
費
･
衛
生
費
』
 

　
　
保
健
･
医
療
･
福
祉
の
連
携
に
よ
 

　
る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
一
層
の
推
進
 

　
を
図
る
た
め
、
各
種
検
診
事
業
や
 

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
 

　
種
事
業
、
健
康
寿
命
延
伸
事
業
に
 

　
係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

 『
農
林
水
産
業
費
』
 

　
　
健
康
な
土
づ
く
り
と
健
康
ミ
ネ
 

　
ラ
ル
野
菜
の
通
年
栽
培
を
行
う
た
 

　
め
、
耐
雪
型
加
温
ハ
ウ
ス
整
備
費
 

　
を
計
上
し
た
ほ
か
、
中
山
間
地
域
 

 「
歳
　
出
」
 

「
歳
　
入
」
 

合計　　104億318万円 

町の財政状況を知っていただくため、年２回、予算や決算の状況をお知らせしています。 
今月号は、平成17年度一般会計及び特別会計の当初予算についてお知らせします。 

　　　　　　　　　　　　　一般会計　　５４億３，２００万円 

【平成１７年度予算】　　　特別会計　　４５億３，４３８万円 

　　　　　　　　　　　　　水道事業　　　４億３，６８０万円 

平成17年度予算のあらまし 
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等
直
接
支
払
事
業
や
健
康
な
土
づ
 

　
く
り
推
進
事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

　
　
ま
た
林
業
及
び
特
用
林
産
物
振
 

　
興
の
た
め
、
森
林
病
害
虫
防
除
事
 

　
業
や
き
の
こ
生
産
振
興
事
業
（
菌
 

　
床
培
地
製
造
施
設
）
に
係
る
経
費
 

　
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

 『
土
木
費
』
 

　
　
道
路
網
の
整
備
促
進
を
図
る
た
 

　
め
、「
西
会
津
町
縦
貫
道
路
」（
野
 

　
沢
柴
崎
線
）
や
下
野
尻
宝
川
線
、
 

　
小
山
松
峯
線
、
柴
崎
平
二
号
線
の
 

　
橋
り
ょ
う
・
道
路
改
良
舗
装
工
事
 

　
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

 『
消
防
費
』
 

　
　
防
火
水
槽
の
整
備
や
小
型
動
力
 

　
ポ
ン
プ
の
更
新
に
係
る
経
費
を
計
 

　
上
し
ま
し
た
。
 

 『
教
育
費
』
 

　
　
小
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
 

　
タ
ー
や
複
式
学
級
解
消
事
業
、
障
 

　
害
児
学
習
支
援
事
業
、
放
課
後
児
 

　
童
健
全
育
成
事
業（
学
童
保
育
）、
 

　
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
な
ど
学
校
 

　
教
育
環
境
の
充
実
と
児
童
生
徒
の
 

　
学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
経
費
を
 

　
計
上
し
ま
し
た
。
 

 　
　
今
年
度
実
施
す
る
主
な
事
業
は
、
 

　
次
頁
の
と
お
り
で
す
。
 

歳入合計 
54億3,200万円 

歳出合計 
54億3,200万円 

【歳入】 
一般会計予算 

（単位：万円・％） 

依存財源 
43億839万円（79.3％） 

地方交付税 
26億7,920万円 
（49.3％） 

町債 
6億180万円 
（11.1％） 

県支出金 
3億9,281万円 
（7.2％） 

国庫支出金 
3億5,018万円 
（6.5％） 

その他 
2億8,440万円 
（5.2％） 

町税 
6億418万円 
（11.1％） 

繰入金 
1億8,392万円 
（3.4％） 

使用料及び手数料 
1億5,625万円 
（2.9％） 

その他 
1億7,926万円 
（3.3％） 

自主財源 
11億2,361万円 
（20.7％） 

【歳出】 
総務費 
10億6,764万円 
（19.7％） 

公債費 
9億888万円 
（16.7％） 

土木費 
8億3,259万円 
（15.3％） 

民生費 
8億1,082万円 
（15.0％） 

農林水産業費 
4億9,540万円 
（9.1％） 

衛生費 
4億6,051万円 
（8.5％） 

教育費 
3億9,397万円 
（7.3％） 

消防費 
2億1,303万円 
（3.9％） 

その他 
2億4,916万円 
（4.5％） 
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２年目を迎える「よりっせ」 

衛生費　　4億6,050万8千円（8.5％） 
 
　高齢者インフルエンザ予防接種事業 
　在宅健康管理システム事業 
　食生活改善推進事業 
　健康寿命延伸事業 
　機能回復訓練送迎車運行業務委託料 
　温泉リハビリプール管理業務委託料 
　各種検診事業委託料（基本検診・胃がん他） 
　喜多方広域市町村圏組合負担金（ごみ・し尿処理他） 
　ごみ収集処理委託料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
農林水産業費    4億9,539万5千円（9.1％） 
 
　中山間地域等直接支払事業 
　園芸ハウス整備事業 
　転作支援事業 
　地域農業気象情報活用事業 
　農林業振興普及実践事業補助金 
　産米改善対策事業 
　健康な土づくり推進事業 
　農村振興総合整備実施計画策定事業 
　国土調査事業 
　森林病害虫防除事業（松くい虫他） 
　有害鳥獣防除事業 
　きのこ生産振興事業補助金（菌床培地製造施設） 
　森林活用交流促進施設管理委託料 
　林道開設改良舗装事業（開設１） 
　県営林道大山美坂高原線開設負担金 
　県営林道青坂芝倉線開設負担金 
　林道補修事業 
 
 
商工費　　4,530万円（0.8％） 
 
　中小企業融資資金利子補給補助金 
　観光費 
 
土木費　　8億3,259万2千円（15.3％） 
 
　町道補修事業 
　除雪費 
　道路新設改良舗装費（改良３・橋梁２・用地補償１） 
　克雪住宅等普及促進補助金 

 
 

…………975万円 
……………………440万円 

……………………………241万円 
………………………………733万円 

…………471万円 
…………624万円 

4,606万円 
6,160万円 

…………………………3,581万円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…………………6,718万円 
…………………………3,635万円 

……………………………………172万円 
……………………345万円 

………………338万円 
………………………………127万円 

………………………317万円 
…………500万円 

……………………………………398万円 
……………977万円 

………………………………298万円 
300万円 

……………822万円 
……………3,895万円 
…………875万円 

……………1,225万円 
……………………………………276万円 

 
 
 
 

……………200万円 
……………………………………………639万円 

 
 
 

…………………………………2,113万円 
………………………………………10,619万円 

48,805万円 
……………………100万円 

 
 
 
 
総務費　　10億6,764万円（19.7％） 
 
　自立計画策定事業 
　移動通信用鉄塔施設整備事業（新郷･笹川地区） 
　さゆりが丘自治区・集会施設建設費補助金 
　温泉施設管理業務委託料 
　ふれあい交流施設管理委託料 
　さゆり公園管理業務委託料 
　駅業務委託料（野沢･上野尻･徳沢） 
　温泉源泉揚湯機械設備交換工事 
　温泉施設改修工事（屋根修繕） 
　国際芸術村事業 
　物産館・道の駅運営事業 
　文化と産業祭 
　雪国まつり 
　ケーブルテレビ運営事業 
　生活バス運行事業 
　インターネット運営事業 
　町長選挙費 
　農業委員会委員選挙費 
　国勢調査費 
 
 
 
 
 
 
 
 
民生費　　8億1,082万2千円（15.0％） 
 
　出産祝金（第３子以降50万円） 
　ボランティア活動推進事業 
　在宅介護支援センター運営事業 
　老人クラブ活動費補助金 
　老人福祉施設運営費補助金 
　シルバー人材センター活動費補助金 
　屋内ゲートボール場補助金 
　介護予防生活支援事業 
　老人保護措置費 
　高齢者等配食サービス事業 
　在宅介護リフレッシュサービス事業 
　重度心身障害者医療費給付事業 
　身体障害者支援費（居宅介護支援・デイサービス・短期入所） 
　身体障害者施設訓練等支援費 
　知的障害者施設訓練等支援費 
　保育所業務委託料 
　児童手当 

 
 
 
 
 
 

………………………………342万円 
…12,829万円 
…1,260万円 

……………………3,370万円 
…………………292万円 
…………………3,171万円 

…………785万円 
………………257万円 
………………660万円 

…………………………………842万円 
………………………916万円 

……………………………………800万円 
………………………………………200万円 

……………………6,185万円 
……………………………4,439万円 

……………………2,032万円 
………………………………………810万円 

…………………………560万円 
………………………………………598万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

………………400万円 
……………………200万円 

……………1,010万円 
………………………409万円 
…………………1,392万円 

…………301万円 
……………………951万円 

…………………………465万円 
………………………………2,231万円 

……………………186万円 
…………273万円 

……………1,829万円 
…1,057万円 

…………………875万円 
………………2,203万円 

……………………………15,900万円 
………………………………………3,612万円 

今年度実施する主な事業 
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平成17年度歳入歳出予算総括表 
（単位：千円・％） 

                        　
平
成
　
年
度
の
特
別
会
計
と
水
道

事
業
会
計
の
予
算
額
は
表
の
と
お
り

で
す
。
 

　
合
計
で
　
会
計
、
予
算
総
額
で
 

億
７
、
１
１
８
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
 

　
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 『
下
水
道
事
業
』
 

　
野
沢
本
町
地
区
の
供
用
区
域
の
拡
 

張
と
笹
川
地
区
の
処
理
場
建
設
及
び
 

                        管
路
工
事
、
野
尻
地
区
の
管
路
工
事
 

を
実
施
す
る
ほ
か
、
昨
年
度
よ
り
新
 

た
に
事
業
を
開
始
し
た
個
別
排
水
処
 

理
事
業
に
つ
い
て
引
き
続
き
奥
川
地
 

区
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
 

た
。
 

 『
国
民
健
康
保
険
事
業
』
 

　
健
康
の
保
持
増
進
、
医
療
費
の
適
 

正
化
を
図
る
た
め
健
康
寿
命
延
伸
事
 

業
委
託
料
と
人
間
ド
ッ
ク
検
診
委
託
 

                        料
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
西
会
津
診
療
所
に
新
た
に
 

上
部
消
化
管
汎
用
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
 

を
購
入
し
、
医
療
施
設
の
充
実
に
努
 

め
ま
す
。
 

 『
水
道
事
業
』
 

　
本
年
度
で
事
業
が
完
了
す
る
下
谷
 

地
区
水
道
拡
張
整
備
事
業
に
係
る
経

費
を
計
上
し
、
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
を
図
り
ま
す
。
 

特
別
会
計
等
 

会　　計　　名 増 減 額  増 減 率  

1.4 

0.0 

△76.9 

26.2 

△0.7 

49.8 

△26.4 

2.1 

8.8 

△6.2 

21.9 

0.3 

△11.9 

3.8 

△2.6 

4.2 

3.7

77,000 

0 

△28,264 

5,046 

△1,452 

122,913 

△17,913 

26,810 

75,756 

△25,694 

141,148 

692 

△15,276 

360,766 

△4,365 

11,011 

367,412

平成17年度 
予　算　額 

平成16年度 
予　算　額 

5,355,000 

104,066 

36,770 

19,293 

210,714 

246,811 

67,782 

1,268,489 

856,595 

413,597 

645,415 

252,272 

128,810 

9,605,614 

167,984 

262,172 

10,035,770

5,432,000 

104,066 

8,506 

24,339 

209,262 

369,724 

49,869 

1,295,299 

932,351 

387,903 

786,563 

252,964 

113,534 

9,966,380 

163,619 

273,183 

10,403,182

一 般 会 計  

工業団地造成事業特別会計 

商業団地造成事業特別会計 

住宅団地造成事業特別会計 

下水道施設事業特別会計 

農業集落排水処理事業特別会計 

個別排水処理事業特別会計 

老人保健特別会計 

国民健康保険　　　　 

特別会計　　　　 

介護保険特別会計 

介護老人保健施設特別会計 

簡易水道等事業特別会計 

　 計 　  

水道事業　　　　 

会　　計　　　　 

　 合 　 計 　  

事業勘定 

診療施設勘定 

収益的収支 

資本的収支 

　教育用コンピュータ（リース） 
　複式学級解消事業 
　西中第２グラウンド整備工事 
 
災害復旧費　　1億534万3千円（1.9％） 
　 
　農業施設災害復旧費　過年災 
　林業施設災害復旧費　過年災 
　公共土木災害復旧費　過年災 
 
公債費　　9億888万5千円（16.7％） 

………………2,671万円 
………………………………805万円 

…………………500万円 
 
 
 

………………1,954万円 
………………1,491万円 
………………3,221万円 

消防費　　2億1,303万3千円（3.9％） 
 
　喜多方広域市町村圏組合負担金（消防費） 
　消防施設費（防火水槽３・ホース乾燥塔１・小型動力ポンプ１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育費　　3億9,397万1千円（7.3％） 
 
　基礎学力向上推進事業 
　小中学校交流事業（いわき・沖縄） 
　英語指導助手招致経費（２人） 
　放課後児童健全育成事業（学童保育） 
　スクールバス運行費 
　小学校施設改修事業 

 
 

…13,533万円 
…1,714万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…………………………88万円 
……………284万円 

…………………999万円 
…………121万円 

…………………………4,851万円 
……………………………582万円 

17
13
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                  ▼
安
全
・
安
心
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
む
け
て
 

　
交
流
物
産
館
「
よ
り
っ
せ
」
内
に
ト
レ
ー
サ
 

ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
ト
レ
 

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
い
つ
・
ど
こ
 

で
・
ど
の
よ
う
に
生
産
・
流
通
さ
れ
た
か
、
消
 

費
者
が
把
握
で
き
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
こ
 

の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
 

①
生
産
履
歴
等
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
安
心
 

　
し
て
食
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

②
万
一
、
食
品
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
 

　
そ
の
原
因
を
容
易
に
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
 

　
ま
す
。
 

　
「
安
全
・
安
心
」
か
つ
「
効
率
的
」
な
流
通
 

シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
、
高
品
質
な
農
 

産
物
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
と
生
産
 

者
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
よ
り
具
現
化
す
 

る
も
の
で
す
。
 

づ
く
り
を
行
う
も
の
で
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
 

ス
の
と
れ
た
土
は
健
康
と
な
り
、
そ
こ
で
生
産
 

さ
れ
た
野
菜
は
ミ
ネ
ラ
ル
・
ビ
タ
ミ
ン
豊
富
な
 

野
菜
と
な
り
ま
す
。
元
気
な
野
菜
は
同
時
に
、
 

人
間
を
元
気
に
し
ま
す
。
 

 ▼
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
で
町
農
業
の
再
生
 

　
消
費
者
の
健
康
志
向
と
食
の
安
全
・
安
心
へ
 

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
町
が
推
進
し
て
 

い
る
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
は
、
こ
う
し
た
消
費
者
ニ
 

ー
ズ
に
応
え
得
る
農
法
で
す
。
町
が
目
指
す
の
 

は
、
単
に
見
栄
え
や
、
甘
味
だ
け
を
追
求
し
た
 

野
菜
で
は
な
く
、
本
来
自
然
が
持
つ
ト
ー
タ
ル
 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
真
に
健
康
な
野
菜
で
す
。
 

町
は
今
後
も
土
壌
診
断
の
実
施
を
基
本
に
、
各
 

種
研
修
や
現
地
指
導
会
、
生
産
組
織
に
対
す
る
 

支
援
に
加
え
、
耐
雪
ハ
ウ
ス
整
備
や
農
業
特
区
 

活
用
に
よ
る
生
産
の
振
興
、
さ
ら
に
、
交
流
物
 

産
館
「
よ
り
っ
せ
」
を
拠
点
と
し
た
販
売
と
加
 

工
品
開
発
、
認
証
制
度
の
確
立
と
登
録
商
標
の
 

活
用
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
そ
し
て
、
 

農
家
の
所
得
向
上
・
経
営
安
定
に
資
す
る
ミ
ネ
 

ラ
ル
野
菜
の
生
産
・
流
通
・
販
売
体
制
の
確
立
 

を
図
る
計
画
で
す
。
 

 ▼
耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
 

　
の
通
年
栽
培
を
応
援
 

　
町
で
は
、
積
雪
に
よ
り
冬
期
間
の
農
業
が
困
 

難
な
現
状
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
 

消
す
べ
く
、
耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
（
加
温
機
 

付
き
）
を
平
成
　
年
か
ら
５
年
間
で
　
棟
を
設

置
し
て
希
望
す
る
農
家
に
貸
与
し
、
年
間
を
通

じ
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培
を
可
能
に
す
る
と
と
も

に
、
安
定
供
給
体
制
を
確
立
し
、
農
家
の
安
定

収
入
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

▼
生
命
を
育
む
健
康
野
菜
 

　
町
は「
健
康
な
土
づ
く
り（
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
）」
 

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
は
地
球
上
に
 

く
ま
な
く
分
布
す
る
成
分
で
す
が
、
生
命
を
健
 

や
か
に
保
つ
た
め
に
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
 

て
い
る
栄
養
素
で
す
。
 

　
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
は
、
土
壌
診
断
に
基
づ
く
施
 

肥
に
よ
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
土
 

 

　今年で８年目を迎えるミネラル野菜栽培は、新しい時代に即した考えや手法により、町民生活により密着し 
た生産販売体制を構築していきます。 
　そして町の独自性を活かした創意工夫のもと、ミネラル野菜ブランドとして、消費者の食の安全・安心への 
要請の高まり、ニーズの多様化に応えていきます。 

16

70
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（小泉首相から農業特区の認定書を受ける山口町長） 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

45

▼
新
し
い
風
　
〜
農
業
特
区
で
企
業
参
入
〜
 

　
米
価
の
下
落
や
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
 

不
足
、
農
地
の
荒
廃
化
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
 

環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
 

況
を
踏
ま
え
、
町
で
は
、
昨
年
　
月
に
遊
休
農
 

地
な
ど
を
活
用
し
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
を
希
望
す
る
 

企
業
に
農
地
の
貸
し
付
け
を
可
能
に
す
る
「
農
 

業
特
区
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
 

り
、
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
と
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
 

の
普
及
拡
大
、
さ
ら
に
は
、
企
業
参
入
に
よ
り
 

新
た
な
農
業
担
い
手
の
確
保
と
雇
用
創
出
、
企
 

業
感
覚
に
基
づ
く
経
営
の
導
入
に
よ
る
活
性
化
 

を
目
指
し
ま
す
。
現
在
、
５
社
の
企
業
が
農
業
 

参
入
を
希
望
し
、奥
川
新
町
平
と
新
郷
橋
屋
平
、
 

戸
中
平
の
約
２
・
６
　
で
今
春
よ
り
耕
作
が
始
 

め
ら
れ
ま
す
。
 

12

                       　
「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培
を
始
め
て
み
た
い
、

興
味
が
あ
る
、
市
場
出
荷
を
し
て
み
た
い
」
そ

の
他
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培
に
関
し
て
、
ご
質

問
や
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
4
5
3
1
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建物の敷地内全域で喫 
煙を禁止する「全面禁 
煙」と屋内だけ禁止す 
る「屋内（施設内）禁 
煙」がある 

禁煙 
喫煙場所を設置し、煙 
が他へ流出しない状態 
にし、換気扇等で煙を 
屋外へ排気する 

完全分煙 

喫煙室を設置し煙が流 
出しない状態をつくる、 
または喫煙スペースの 
み設置する 

空間分煙 
禁煙時間帯を設定する 
時間分煙 

※今年度、再調査を行う予定です 

町内事業所（10人以上）40ヵ所の分煙状況 
　　　　　　　　　　　　　（平成16年９月現在） 

自由喫煙 
27.5％ 

一酸化炭素 
31.4

ニ コ チ ン  

タ　ー　ル 

施設内禁煙 
17.5％ 

完全分煙 
5％ 

時間分煙 
2.5％ 

敷地内禁煙 
5％ 

空間分煙 
（煙の流出なし） 

12.5％ 

空間分煙 
（喫煙場所のみ設置） 

30％ 

たばこ1本あたりの化学物質の発生量 

0 30 60 90 120 150

148

■主流煙 
□副流煙 

0.46

1.27

10.2

34.5

■全国 
□町 

男　性 ■全国 
□町 

女　性 

平成６年 平成11年 

（単位：mg） 

平成６年 平成11年 

100 100

100 100

0

50

100

150

200

0

20

40

60

80

100

120

肺がん標準化死亡比（全国平均を100とした場合の町の死亡率） 

114.6
104.6

123.1

165.2

 　
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
対
策
と
し
て
、
ガ
イ
 

ド
ラ
イ
ン
で
は
次
の
よ
う
な
方
法
を
あ
げ
て
い
 

ま
す
。
 

　
ま
た
平
成
　
年
５
月
に
は
「
健
康
増
進
法
」
 

が
施
行
さ
れ
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
 

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
こ
と
も
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
町
は
関
係
機
 

関
の
代
表
者
で
組
織
さ
れ
る
「
西
会
津
町
喫
煙
 

対
策
推
進
委
員
会
」
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
 

「
分
煙
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
 

  　
た
ば
こ
の
煙
は
、
喫
煙
者
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を
 

通
し
て
吸
い
込
む
「
主
流
煙
」
と
、
火
が
つ
い
 

て
い
る
部
分
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
「
副
流
煙
」
に
 

分
け
ら
れ
ま
す
。
副
流
煙
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
 

し
て
い
な
い
た
め
、
有
害
物
質
を
主
流
煙
よ
り
 

も
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
 

　
こ
の
副
流
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
受
動
喫
 

煙
と
い
い
、
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
分
 

煙
が
必
要
な
の
で
す
。
 

　
健
康
寿
命
延
伸
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
 

　
年
度
に
実
施
し
た
「
生
活
習
慣
と
健
康
に
関
 

す
る
調
査
」
の
結
果
か
ら
、
　
歳
・
　
歳
代
の

男
女
の
喫
煙
率
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
 

肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
よ
り
も
高
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
（
左
図
）
 

　
喫
煙
率
が
若
い
年
代
で
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
 

今
後
喫
煙
に
よ
り
健
康
を
害
す
る
危
険
が
高
ま
 

っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

15

15

30

40
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受
動
喫
煙
の
影
響
を
受
け
や
す
い
、
 

　
　
　
　
妊
婦
や
子
ど
も
、
高
齢
者
の
い
る
家
 

　
　
　
　
庭
で
は
特
に
分
煙
を
心
が
け
ま
し
ょ
 

　
　
　
　
う
。
な
か
で
も
乳
幼
児
は
受
動
喫
煙
 

　
　
　
　
に
対
し
て
無
防
備
で
す
。
長
期
間
の
 

　
　
　
　
う
ち
に
喘
息
な
ど
の
思
わ
ぬ
疾
患
を
 

　
　
　
　
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

 
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
が
高
い
人
は
、
ニ
コ
チ
ン
 

パ
ッ
チ
（
医
療
機
関
で
処
方
）
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
 

ム
（
薬
局
で
販
売
）
と
い
う
薬
を
使
う
と
、
禁
 

煙
の
ス
タ
ー
ト
が
非
常
に
楽
に
な
り
ま
す
。
 

　
そ
の
他
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
タ
バ
コ
を
や
 

め
た
い
人
へ
教
室
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
町
 

内
の
事
業
所
３
ヵ
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

 

 　
で
き
れ
ば
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
考
え
て
い
 

る
の
に
、
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、
ニ
コ
チ
ン
依
 

存
症
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
左
の
表
で
 

あ
な
た
の
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
 

み
ま
し
ょ
う
。
 

  　
　
０
〜
３
点
・
・
・
依
存
度
が
低
い
 

　
　
４
〜
６
点
・
・
・
依
存
度
は
普
通
 

　
　
７
〜
　
点
・
・
・
依
存
度
が
高
い
 

                    【
町
民
の
役
割
】
 

・
喫
煙
者
は
マ
ナ
ー
を
守
る
 

【
事
業
者
の
役
割
】
 

・
受
動
喫
煙
が
健
康
に
与
え
る
影
響
を
理
解
し
、
 

　
分
煙
対
策
の
必
要
性
を
認
識
す
る
 

・
分
煙
対
策
を
主
体
的
、
積
極
的
に
推
進
す
る
 

【
行
政
の
役
割
】
 

・
分
煙
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、
分
煙
対
 

　
策
の
普
及
啓
発
を
行
う
 

・
分
煙
に
関
す
る
相
談
体
制
を
整
備
す
る
と
と
 

　
も
に
、
分
煙
方
法
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
 

　
行
う
 

・
た
ば
こ
の
健
康
影
響
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
 

　
す
る
 

・
た
ば
こ
を
や
め
た
い
人
へ
の
支
援
を
行
う
 

西会津町分煙化ガイドライン 
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医療機関・学校・役場庁舎や出先機関・金 

融機関の窓口やキャッシュコーナー・屋内 

外の運動施設や観客席等・社会福祉施設（介 

護老人保健施設など）の窓口や居室等・商 

店や物産館の売り場・職場の会議室や応接 

室、廊下、ホール 

公共交通機関の車輌等・食堂やレストラン 

の店舗内・ホテルや旅館のロビー、レスト 

ラン、大浴場等・パチンコ店等・職場の事 

務室や作業場、食堂、休憩室 

公共交通機関の待合場所（屋内）・金融機関 

のロビー等・屋内外の運動施設の休憩場所 

等（屋内）・社会福祉施設のロビー等・自治 

区集会所等の休憩所・商店や物産館の休憩 

所等・公園の休憩所等（屋内） 

公共交通機関の待合所（屋外）・屋外運動施 

設の休憩所（屋外）・公園の休憩所（屋外） 

場　　所（町内） 基　準 

禁　　煙 

禁　　煙 
または 
完全分煙 

完全分煙 

空間分煙 

（得点を合計していきましょう。） 
　　　　　　質　　　　問 

 

 
起床後、何分で最初の喫煙をしますか？

 

 

図書館や映画館など、喫煙を禁じられ 

ている場所で禁煙することが難しいで 

すか？ 

１日の喫煙の中で、どちらが一番やめ 

にくいですか？ 

 

 
１日に何本吸いますか？

 

 

他の時間帯より、起床後数時間に多く 

喫煙しますか？ 

ほとんど１日中、床に伏している病気 

の時も喫煙しますか？ 

　回　　答 

５分以内 

６～３０分 

３１～６０分 

１時間以降 

 
はい 

いいえ
 

朝、最初の１本 

　　その他 

３１本以上 

２１～３０本 

１１～２０本 

１０本以下 

はい 

いいえ 

はい 

いいえ 

得点 

３ 

２ 

１ 

０ 

 
１ 

０
 

１ 

０ 

３ 

２ 

１ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 
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▲住民参画の重要性を訴える北川正恭先生 

住
民
参
画
に
よ
る
 

へ
向
け
 

北
川
正
恭
先
生
講
演
会
に
町
内
外
か
ら
400
名
 

き
た
が
わ
ま
さ
や
す
 

           
前
三
重
県
知
事
で
、
早
稲
田
大
学

大
学
院
教
授
の
北
川
正
恭
先
生
を
招

い
て
の
講
演
会
は
、
４
月
　
日
、
西

会
津
中
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
４
０
０
名

の
方
が
聴
講
し
ま
し
た
。
 

　
講
演
は
、『
住
民
参
画
に
よ
る
地
域

経
営
〜
住
民
自
治
基
本
条
例
（
町
の

憲
法
）
の
制
定
〜
』
を
演
題
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
北
川
先
生
は
、講
演
の
冒
頭
、「
北
 

京
で
一
羽
の
チ
ョ
ウ
チ
ョ
が
羽
ば
た

い
た
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ハ
リ
ケ

ー
ン
が
生
じ
る
」
と
い
う
カ
オ
ス
理

論
を
例
示
し
ま
し
た
。
そ
の
理
論
を

基
に
、
現
在
、
日
本
は
大
き
な
転
換

期
に
あ
り
、
こ
れ
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
町
民
・

議
会
・
行
政
の
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち

づ
く
り
の
主
体
（
＝
北
京
の
チ
ョ
ウ

チ
ョ
）
に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
大
き
な

う
ね
り
と
な
り
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
（
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
生
じ
る
）
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
 

 　
ま
た
、
国
に
お
い
て
、
地
方
分
権

と
、
補
助
金
・
地
方
交
付
税
・
税
財

源
の
三
位
一
体
の
改
革
が
進
め
ら
れ

て
い
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
地

方
か
ら
国
へ
の
補
助
金
要
望
な
ど
の

陳
情
合
戦
で
は
な
く
、
地
域
の
実
状

に
あ
っ
た
計
画
を
立
案
し
、
国
に
新

制
度
を
創
設
し
て
も
ら
う
よ
う
な
政

策
提
案
合
戦
へ
と
考
え
方
を
改
め
、

地
域
経
営
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
考

え
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
、
町
民
・

議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
や
、
自
治
体
運
営
の

基
本
、
さ
ら
に
は
、
三
者
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て
定
め
る
町
の
憲
法
と
な

り
得
る
よ
う
な
「
住
民
自
治
基
本
条

例
」
を
幅
広
い
議
論
と
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
深
い
理
解
の
も
と
に
制
定
す

る
こ
と
が
、
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
う
え
で
重
要
な
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
町
民
・
議
会
・
行
政
の

具
体
的
な
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に

つ
い
て
、
他
市
町
村
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
ポ
イ

ン
ト
を
述
べ
ま
し
た
。
 

●
町
民
 

　
　
行
政
に
任
せ
る
民
主
主
義
で
は
 

　
な
く
、
自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分
 

　
た
ち
で
つ
く
る
と
い
う
考
え
方
に
 

　
意
識
を
変
え
る
こ
と
。
 

●
議
会
 

　
　
町
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
と
 

　
 

　
議
論
を
重
ね
、
議
会
提
案
に
よ
る
 

　
地
域
に
根
ざ
し
た
条
例
を
制
定
す
 

　
る
こ
と
。
 

●
行
政
 

　
　
町
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
 

　
し
、
町
民
が
主
役
と
な
っ
て
活
動
 

　
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
 

　
と
。
 

　
そ
の
う
え
で
、
今
後
、
三
者
が
合

意
し
な
が
ら
地
域
経
営
を
行
っ
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
 

 
最
後
に
、
北
川
先
生
か
ら
会
場
の

み
な
さ
ん
に
「
先
人
か
ら
受
け
継
い

だ
郷
土
を
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
町
と
し
て
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
『
北
京
の
チ
ョ
ウ
チ
ョ
』

と
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
講
演
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
 

聴
講
者
か
ら
住
民
自
治
基
本
条
例
や

住
民
参
画
に
よ
る
予
算
編
成
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
や
、
条
例
制
定
に
向
け

て
、
大
き
な
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
 

 
今
後
は
、
こ
の
講
演
会
を
契
機
と

し
て
、
引
き
続
き
北
川
先
生
に
指
導
 

・
助
言
い
た
だ
き
な
が
ら
、
三
者
の

協
働
に
よ
り
住
民
自
治
基
本
条
例
の

制
定
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の

条
例
の
も
と
、
新
し
い
自
立
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

24

　
本
町
は
、
昨
年
９
月
、
合
併
を
せ
ず
に
「
自
立
の
道
」
を
歩
む
 

こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
講
演
会
は
、
今
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
、
議
会
、
行
政
と
 

が
一
体
と
な
っ
て
、
町
の
憲
法
と
な
り
得
る
よ
う
な
「
住
民
自
治
 

基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
協
働
に
よ
る
独
自
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
 

り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
住
民
参
画
に
よ
る
地
域
経
営
に
つ
い
て
、
 

北
川
先
生
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
、
そ
の
講
演
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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まちの 

話題 
まちの 

話題 
　４月６日、町内の各小・中学校で入学式が行われま 
した。 
　小学校では、お父さんやお母さんに手を引かれ、新 
１年生が初登校しました。新入生は、初めての学校に 
少し戸惑いながらも、上級生や父母に見守られながら、 
学校生活第一日目を過ごしました。 
　また、中学校では新しい制服を身につけた新入生が 
入学しました。少し緊張した面持ちながらも、式に臨 
む新入生からは、これから始まる学校生活への大きな 
期待が伝わってきました。 

　４月24日、平成17年度の自治区長会議 
が、西会津中学校多目的ホールで開催さ 
れました。 
　会議では、町から今年度の予算と財政 
状況、主な重点事業についての説明が行 
われました。 
　地域と行政の橋渡しとして、町政伸展 
にご協力いただくことになります。 

（
写
真
　
新
郷
小
学
校
）
 

（
写
真
　
西
会
津
中
学
校
）
 

　４月６日から春の交通安全運動が10日間 
展開され、それにあわせて、町内７カ所で 
毎朝、街頭啓発が行われました。 
　また、４月７日には、西会津ライオンズ 
クラブと東蒲ライオンズクラブの合同によ 
るテント村作戦が、国道49号県境パーキン 
グで展開されました。 
　これからも、町と町民、そして関係機関 
との連携を図り、交通死亡事故の撲滅に努 
めていきましょう。 

　４月17日、町公民館に 
おいて、保健指導員・食 
生活改善推進員・健康運 
動推進員の合同委嘱状交 
付式が開催されました。 
　町民の皆さんの健康づ 
くりに活躍されることが 
期待されます。 

　
４
月
　
日
、
第
１
回
西
会
津
国
際
芸
術
村
音
楽
祭
が
、
西
会
津
 

中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
普
段
、
生
で
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
世
界
を
代
表
す
る
フ
ル
 

ー
テ
ィ
ス
ト
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
美
し
い
旋
律
に
、
会
場
に
訪
れ
た
 

町
内
外
の
方
々
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
音
楽
祭
の
収
益
金
の
一
部
は
、
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
 

西
会
津
国
際
芸
術
村
よ
り
新
潟
県
中
越
地
震
の
復
興
の
た
め
に
贈
 

ら
れ
ま
し
た
。
　
 

22
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国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
平
成
　
年
７
月
下
旬
に
初
め
て
西

　
　
　
　
会
津
町
へ
来
ま
し
た
。
国
道
　
号
を

　
　
　
　
通
っ
て
西
会
津
に
入
っ
て
の
初
め
て
 

　
　
　
　
の
印
象
は
「
す
ご
い
自
然
だ
ね
」
で

し
た
。
日
本
で
こ
ん
な
自
然
の
多
い
場
所
を
見

た
こ
と
が
あ
ま
り
な
く
て
、
私
は
自
然
が
と
て

も
好
き
な
の
で
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
 

　
自
然
（
特
に
森
林
）
を
見
た
ら
、
子
ど
も
の
 

頃
の
楽
し
い
思
い
出
が
う
か
び
ま
す
。
私
の
ふ
 

る
さ
と
は
西
会
津
よ
り
大
き
な
都
市
な
の
で
す
 

が
、
ア
メ
リ
カ
は
広
い
の
で
ふ
つ
う
大
都
市
で
 

も
市
内
を
出
て
、
少
し
運
転
を
す
る
と
と
て
も
 

自
然
ゆ
た
か
な
所
に
入
り
ま
す
。
私
は
幼
少
の
 

こ
ろ
、
市
の
外
れ
の
田
舎
に
あ
る
住
宅
地
に
住
 

ん
で
い
ま
し
た
。
住
宅
地
と
い
っ
て
も
、
家
と
 

家
の
間
は
と
て
も
離
れ
て
い
て
、
木
が
い
っ
ぱ
 

い
あ
っ
た
の
で
、
場
所
に
よ
っ
て
は
隣
の
家
が
 

見
え
な
い
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
一
人
で
 

も
、
友
達
と
も
周
り
の
森
に
入
っ
て
い
ろ
い
ろ
 

な
冒
険
を
し
ま
し
た
。
い
つ
も
森
で
遊
ん
で
い
 

ま
し
た
。
私
の
父
も
自
然
が
と
て
も
好
き
な
人
 

で
、私
は
５
歳
ぐ
ら
い
か
ら
父
と
山
に
行
っ
て
、
 

そ
こ
で
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
を
よ
く
し
ま
 

し
た
。
　
歳
か
ら
は
カ
ヤ
ッ
ク
が
趣
味
に
な
っ
 

て
、
よ
く
田
舎
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
川
で
川
 

下
り
を
ま
し
た
。
 

　
大
人
に
な
っ
て
も
ま
だ
同
じ
よ
う
に
自
然
が
 

大
好
き
で
す
。
ふ
る
さ
と
に
い
る
こ
ろ
は
ス
ト
 

レ
ス
が
溜
ま
っ
た
時
や
悲
し
い
時
な
ど
、
市
の
 

郊
外
に
あ
る
植
物
園
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。
そ
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

うまく入るかな？（ふるさとふれあい教室） 

49
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                ☆
地
区
出
前
講
座
 

　
普
段
、
公
民
館
事
業
に
参
加
し
た
い
の
に
、
 

時
間
や
場
所
の
関
係
で
公
民
館
を
利
用
で
き
な

い
方
を
対
象
に
、
地
区
単
位
で
講
師
等
を
派
遣

し
、
生
涯
学
習
活
動
の
お
手
伝
い
を
す
る
出
前

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
 

 ☆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
 

　
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
健
康
に
な
る
よ

う
に
、
「
町
民
一
人
、
一
ス
ポ
ー
ツ
」
の
定
着
 

を
目
指
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
 

す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
 

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
教
室
関
係
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
 

楽
し
め
る
ス
キ
ー
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
 

ン
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
 

の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
大
会
関
係
で
は
、野
球
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
バ
 

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
大
会
、
各
地
区
運
動
会
・
 

       　
公
民
館
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
あ
ら
ゆ
る
 

学
習
の
必
要
性
に
対
応
す
る
た
め
、
時
代
に
応
 

じ
た
学
習
課
題
の
設
定
や
、
各
年
代
に
適
し
た
、
 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
を
対
象
 

に
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
学
び
の
か
お
り
」
が
 

溢
れ
る
各
種
事
業
を
展
開
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
 

の
生
涯
学
習
活
動
を
応
援
し
ま
す
。
 

 ☆
青
少
年
教
育
 

　
少
年
教
育
で
は
、
昨
年
開
催
し
て
好
評
だ
っ
 

た『
通
学
合
宿
』、『
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
』、
 

『
わ
ん
ぱ
く
塾
』
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
こ
の
事
業
で
は
物
を
作
っ
た
り
、
宿
泊
体
験

を
行
う
こ
と
で
、
創
造
性
、
自
立
心
を
育
み
ま
 

す
。
 

　
新
郷
・
奥
川
分
館
に
お
い
て
も
少
年
教
室
を
 

開
催
し
ま
す
。
 

 ☆
家
庭
教
育
 

　
子
ど
も
の
人
格
形
成
上
必
要
な
家
族
の
絆
を

築
く
場
で
あ
る
家
庭
に
お
い
て
、
健
全
な
育
成

を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
、『
子
育
て
サ
ー
ク
ル
』
 

『
各
地
区
家
庭
教
育
講
座
』
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
子
ど
も
た
ち
に
読
書
や
お
話
を
読
み
聞
か
せ
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
豊
か
な
感
性
を
養
う
『
読
み
 

聞
か
せ
講
習
会
』
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
 

人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り
を
め
ざ
 

し
て
、
公
民
館
は
皆
さ
ん
の
生
涯
 

学
習
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
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の
植
物
園
の
周
り
の
森
に
は
散
歩
の
た
め
の
道
 

が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
そ
こ
を
よ
く
歩
き
ま
し
 

た
。
そ
の
森
を
の
ん
び
り
歩
け
ば
、
ス
ト
レ
ス

が
発
散
し
い
つ
も
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
間
、
母
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、「
西
会
津
 

に
は
散
歩
す
る
た
め
の
場
所
が
あ
る
の
か
」
と
 

聞
か
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
が
、
 

思
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。散
歩
を
す
る
の
は
、
 

い
つ
も
普
通
の
道
で
し
ま
す
。
さ
ゆ
り
公
園
が
 

あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
散
歩
の
た
め
の
長
い
道
 

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
山
登
り
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
鏡
山
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
 

行
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
近
く
に
自
然
の
中
 

で
の
ん
び
り
歩
け
る
場
所
を
知
り
ま
せ
ん
。
 

　
私
は
西
会
津
に
あ
ま
り
長
く
住
ん
で
い
な
い
 

の
で
、
ま
だ
こ
の
町
を
そ
ん
な
に
よ
く
知
り
ま
 

せ
ん
。
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く
り
散
歩
を
す
る
た
 

め
の
場
所
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
 

し
、
も
し
な
け
れ
ば
、
機
会
が
あ
れ
ば
将
来
、
 

そ
ん
な
場
所
を
作
れ
ば
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
 

す
。
た
だ
の
私
の
意
見
で
す
が
、
町
民
が
散
歩
 

し
て
こ
の
地
域
の
豊
か
な
自
然
を
、
も
っ
と
深
 

く
経
験
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
と
 

て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
町
民
 

は
そ
う
い
う
場
所
に
よ
く
行
く
と
思
い
ま
す
。
 

　
西
会
津
町
の
自
然
は
特
別
で
す
。
東
京
に
住
 

ん
で
い
る
人
は
、
こ
ん
な
自
然
は
想
像
だ
け
し
 

か
で
き
ま
せ
ん
。
絶
対
に
こ
の
町
の
と
て
も
い
 

い
特
徴
の
一
つ
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
自
然
と
の
 

触
れ
あ
い
が
で
き
る
場
所
と
い
う
の
は
、
西
会
 

津
の
魅
力
を
生
か
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ず
 

っ
と
こ
の
町
に
住
む
と
こ
こ
の
自
然
は
普
通
だ
 

と
思
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
違
う
 

と
こ
ろ
か
ら
来
た
私
を
信
じ
て
下
さ
い
。
本
当
 

に
す
ば
ら
し
い
で
す
よ
！
 

みんな一体になって（群岡地区体育祭） 

創作活動の成果を見てください（生け花展） 

絵手紙に挑戦！（歳百合学園） 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
を
開
催
し
て
、
体
力
 

の
増
進
と
交
流
･
親
睦
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

　
町
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
な
い
人
や
ス
ポ
 

ー
ツ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
中
高
年
の
人
誰
も
 

が
参
加
で
き
る
種
目
が
中
心
と
な
っ
て
い
る『
西
 

会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
が
あ
り
ま
す
。
ス
イ

ミ
ン
グ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
な
ど
が
あ
り
、
い
つ
で
も
入
会
で
き

ま
す
。
 

                   ☆
成
人
教
育
 

　
高
度
情
報
化
・
国
際
化
社
会
に
対
応
で
き
る
 

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、『
創
業
塾
』『
英
 

会
話
教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
創
業
塾
で
は
、
新
た
な
起
業
を
見
出
そ
う
と
 

し
て
い
る
人
や
農
業
や
商
業
等
に
高
度
情
報
・
 

Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
取
り
入
れ
た
い
と
 

                    ☆
芸
術
文
化
の
振
興
 

　
優
れ
た
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
拡
充
 

を
め
ざ
し
て
、
各
種
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

『
春
の
野
草
展
』『
町
民
生
け
花
展
』『
町
民
美
 

術
展
』
な
ど
の
展
示
会
を
開
催
し
、
町
民
の
皆
 

さ
ん
が
、
文
化
・
芸
術
に
対
す
る
感
性
を
養
う
 

こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、『
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
』
に
創
作
 

活
動
成
果
を
発
表
す
る
場
と
作
品
を
鑑
賞
す
る
 

場
を
設
け
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
 

そ
し
て
西
会
津
国
際
芸
術
村
で
は
、
一
流
の
芸

術
に
触
れ
、
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
芸
術
家

に
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
 

一
緒
に
芸
術
に
ふ
れ
合
う
こ
と
で
、
芸
術
家
と
 

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

い
う
人
に
起
業
家
と
し
て
の
精
神
を
学
ん
で
も
 

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
 

　
英
会
話
教
室
で
は
、
英
語
指
導
助
手
等
の
講
 

義
を
通
し
て
、
生
の
英
会
話
を
学
ぶ
こ
と
で
国
 

際
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
『
異
国
料
 

理
教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
 

町
内
在
住
の
外
国
人
の
方
々
と
料
理
を
通
し
て
、
 

国
際
感
覚
を
養
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
向
け
た
事
業
 

と
し
て
、『
男
の
料
理
教
室
』を
開
催
し
ま
す
。
 

　
町
内
の
歴
史
や
方
言
等
学
ぶ
『
郷
土
史
ゼ
ミ
 

ナ
ー
ル
』『
奥
川
歴
史
講
座
』
を
開
催
す
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
、
郷
土
愛
を
育
み
ま
す
。
 

　
働
く
人
た
ち
に
社
会
教
育
の
場
を
提
供
す
る
 

た
め
『
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
ワ
ク
倶
楽
部
』
を
開
催
し
ま

す
。
 

　
 

☆
高
齢
者
教
育
 

　
生
き
が
い
、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
高
齢
者
 

の
「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
を
支
援
し
、
講
座
、
ス
 

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
健
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
 

よ
う
に
 

『
歳
百
 

合
学
園
』
 

『
新
郷
 

け
や
き
 

学
級
』
 

『
奥
川
 

高
齢
者
 

学
級
』
 

を
開
催
 

し
ま
す
。
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みんなの広場 みんなの広場 
雅
楽
川
寿
和
 

　
　
〔
宝
　
川
〕
 
さ ん 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

　
鬼
平
犯
科
帳
　
全
　
巻
 

　
（
第
1
、
第
2
巻
を
読
ん
だ
ら
、
い
 

　
つ
の
間
に
か
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
ま
し
 

　
た
。
）
 

あなたの趣味は？ 
　読書・映画鑑賞。 
 
あなたの特技は？ 
　ソフトボール。 
 
熱中していることは？ 
　ＤＶＤ（映画）を鑑賞する 
こと。 
 
あなたのモットーは？ 
　コツコツと…。 

自分を一言で表現するとしたら？ 

　変な面で頑固 

 

これからやってみたいことは？ 

　楽器を何か一つできるよう 

にトライしてみたい。 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｍ．Ｓさん（下野尻） 

　
毎
年
春
に
な
る
と
、
新
郷
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
た
く
さ
ん
の
鯉
 

の
ぼ
り
が
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
ぐ
姿
を
目
に
し
ま
す
。
 

　
今
月
は
、
こ
の
鯉
の
ぼ
り
作
戦
を
行
っ
て
い
る
新
郷
地
区
の
優
友
会
 

の
会
長
で
あ
る
貝
沼
茂
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
 

　
優
友
会
の
み
な
さ
ん
は
、
新
郷
地
区
の
有
志
の
方
々
で
構
成
さ
れ
る
 

会
で
、
現
在
会
員
は
７
名
で
、
地
域
へ
の
貢
献
を
目
的
に
様
々
な
活
動
 

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
「
家
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
も
う
一
度
復
活
さ
せ
て
、
 

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
る
し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
鯉
 

の
ぼ
り
も
喜
ぶ
で
し
ょ
う
。
で
も
ね
、
鯉
の
ぼ
り
も
だ
い
ぶ
疲
れ
て
い
 

て
、
つ
る
し
っ
ぱ
な
し
だ
か
ら
、
雨
風
で
す
ぐ
ち
ぎ
れ
て
し
ま
う
ん
で
、
 

だ
ん
だ
ん
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
る
ん
で
す
。
毎
年
、
集
め
ま
す
が
 

な
か
な
か
集
ま
ら
な
く
て
…
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
 

た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
で
す
か
ら
ね
ぇ
」
 

　
元
気
の
素
は
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
そ
の
も
の
だ
と
話
す
貝
沼
さ
ん
。
 

　
「
会
員
は
７
名
と
少
な
い
で
す
が
、
本
当
に
や
る
気
の
あ
る
人
し
か
 

集
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
美
化
活
動
の
空
き
缶
拾
い
を
行
っ
て
も
、
 

一
人
が
二
・
三
人
分
の
仕
事
 

を
す
る
会
な
ん
で
す
よ
」
 

　
最
後
に
貝
沼
さ
ん
は
、
 

　
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
範
 

囲
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
 

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
 

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
 

た
ち
み
ん
な
が
喜
ぶ
こ
と
を
 

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
ぇ
」
 

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　石川美智子さん（4月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　早く、また同級会をやりましょ 
うね。 

24
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年
金
請
求
に
関
す
る
相
談
や
厚
生
 

年
金
加
入
期
間
・
国
民
年
金
被
保
険
 

者
期
間
の
確
認
が
で
き
る
社
会
保
険
 

出
張
相
談
所
が
次
の
と
お
り
開
設
さ
 

れ
ま
す
。
こ
の
相
談
所
で
は
、
年
金
 

の
裁
定
請
求
書
及
び
健
康
保
険
・
厚
 

生
年
金
・
国
民
年
金
に
係
る
各
種
届
 

出
の
受
付
も
行
い
ま
す
。
 

◇
日
　
時
　
５
月
　
日
 

　
　
　
　
　
午
前
　
時
 

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
３
時
 

◇
場
　
所
　
公
民
館
小
ホ
ー
ル
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
若
松
社
会
保
険
事
務
所
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
６
９
５
１
 

    　
昨
年
、大
好
評
だ
っ
た「
西
会
津
ふ

る
さ
と
な
つ
か
し
Ｃ
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
」

が
、
今
年
も
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
 

　
懐
か
し
の
名
車
の
ほ
か
、
今
年
は
 

バ
イ
ク
も
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。
 

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
家
族
連

れ
で
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

◇
日
　
時
　
５
月
　
日
　
 

　
　
　
　
　
午
前
　
時
 

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
２
時
　
分
 

◇
場
　
所
　
さ
ゆ
り
公
園
ふ
れ
あ
い
 

　
　
　
　
　
広
場
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
実
行
委
員
会
事
務
局
（
西
会
津
町
 

　
振
興
公
社
）
　
　
│
２
０
２
５
 

  　
お
詫
び
と
訂
正
 

 　
　
４
月
号
５
頁
「
窓
口
時
間
延
 

　
長
」
の
記
事
の
中
で
、
総
務
税
 

　
政
課
の
主
な
業
務
内
容
は
、
 

　
　
・
納
税
、
所
得
、
固
定
資
産
 

　
　
　
等
に
関
す
る
各
種
証
明
書
 

　
　
　
の
交
付
 

　
と
な
り
ま
す
。
 

　
　
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
 

　
ま
す
。
 

3127

45

10

（火） 

2910

30

（日） 

　総務省では西会津町を担当 
する行政相談員として、次の 
方を再委嘱しました。 
　山　本　義　子さん 
　　自治区　９町内２ 
　　電　話　４５－２１４４ 
　行政相談員は、国の仕事を始め、特殊法人等の仕 
事についての苦情や意見・要望を受け付け、その解 
決のお手伝いをするものです。 
　５月16日（月）から22日（日）までの１週間は「春の 
行政相談週間」です。町では、次のところで相談所 
を開きます。また、合わせて特設人権相談所を開設 
しますので、いじめや家庭内の問題・近隣間のトラ 
ブルなど、この機会にご相談ください。相談は無料 
で秘密は堅く守られます。 
 
　　　　　　行政相談・人権相談 
　◇日時・会場 
　　５月18日（水） 
　　　　午前９時30分～正午　保健センター 
　　　　午後１時～３時30分　町公民館 
　　５月19日（木） 
　　　　午前９時30分～正午　新郷連絡所 
　　　　午後１時～３時30分　奥川支所 
　◇行政相談員 
　　　山本　義子　さん（9町内2） 
　◇人権擁護委員 
　　　薄上　幸一　さん（３町内） 
　　　沼澤　望東子さん（牛　尾） 
　　　伊藤　岩雄　さん（　塩　） 
 
　また、この行政相談に合わせて、下記の日程で平 
成17年度の県政巡回相談も開設されますので、県の 
仕事についての疑問・要望等を県政相談員にご相談 
ください。 
　◆日時　５月18日（水）午前10時～午後３時 
　◆会場　行政相談・人権相談と同会場になります 

　ケーブルテレビでは、自主制作番組のダビング 
サービスと文字放送又はＶＴＲ放送によるコマー 
シャル放送を開始しました。料金例は次のとおり 
です。 
●ダビングサービス（30分～120分※30分単位） 
　ＶＨＳ（30分まで） 
　　加入者1,000円／非加入者2,000円 
　ＤＶＤ（30分まで） 
　　加入者1,500円／非加入者3,000円 
●コマーシャル 
　文 字 放 送　７日間・30回以上　3,000円～ 
　ＶＴＲ放送　７日間・40回以上　6,000円～ 
　　①静止画像・内容持ち込み 
　　②静止画像・テロップ制作 
　　③放送用画像持ち込み 
※番組の時間、ケーブルテレビの加入・非加入に 
より料金が変わります。詳しくは西会津町ケーブ 
ルテレビ（　４５－４４６１）までお問い合わせ 
ください。 

やま もと よし こ 
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涌　井　松　榮（91）長　榮　　父　　１町内 

森　元　五　郎（81）　崇　　　父　　西　原 

森　元　ツ　ネ（79）　崇　　　母　　西　原 

小野崎　ウメノ（85）秀　夫　　母　　下小島 

高　津　牛　代（79）武　夫　　母　　下野尻 

小　原　修　藏（89）　修　　　父　　宝　川 

佐　藤　ヤ　ス（80）孝　一　　叔母　　熊　沢 

伊　藤　　　宏（76）勝　彦　　父　　平　明 

佐　藤　久　英（64）禎　隆　　父　　新　町 

大　瀧　キ　ヨ（94）長　義　　母　　下　松 

五十嵐　サ　ン（98）　稔　　　祖母　　小　山 

五十嵐　ハ　ル（88）力　雄　　母　　小　屋 

佐　藤　善　佐（84）善　雄　　父　　極　入 

◆日時　５月 6日（金） 
　　　　　　27日（金） 
　　　　午前９時～ 
◆場所　老人憩の家 
◆電話　４５－４２５９ 

5月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○土地改良区一般賦課金（全期） 
5月10日（火） 納期限 

6月 2日（木） 納期限 

人　口　　８，８３８人　　　－６３人 
　男　　　４，２８３人　　　－２５人 
　女　　　４，５５５人　　　－３８人 
世　帯　　２，９４９世帯　　－１１世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

板　垣　　　歩くん　　武・智子　　　9町内1 

飯　嶋　莉　子ちゃん　竜太・准子　　10町内 

大　槻　陽　菜ちゃん　洋之・富士子　芝　草 

塚　原　健　翔くん　　一雄・由紀　　西林東 

小　柴　萌　愛ちゃん　芳成・郁子　　上小島 

けん と 

はる な 

も え 

り こ 

あゆむ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

石　本　　　翼　　上野尻 

畠　山　真　弓　　東京都大田区 

河 東 町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

塩 川 町 

会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

有 隣 病 院  

斎 藤 医 院  

長谷川内科消化器科医院 

さとう小児科医院 

蛯谷整形外科医院 

佐 原 病 院  

高橋小児クリニック 

に い で ら 診療所  

浜 崎 小 児 科医院  

前 田 眼 科 医 院  

寿 松 堂 渡 辺医院  

県 立 喜 多 方病院  

大 竹 内 科  

北 田 内 科 医 院  

いいづかファミリークリニック 

二 瓶 眼 科 医 院  

0241（24）5021 

0241（22）0212 

0242（22）7180 

0242（24）0830 

0242（24）6511 

0241（22）5321 

0241（25）7066 

0242（38）3676 

0242（27）0951 

0242（27）0707 

0242（83）3125 

0241（22）2181 

0241（22）0241 

0242（38）2661 

0242（32）3330 

0242（22）1932

 
喜多方市

 

 

会津若松市 

 

 
喜多方市

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

 
喜多方市

 

 

会津若松市 

29 
（日） 

22 
（日） 
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ま
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、
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も
非
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時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
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ま
す
▼「
時
 

は
金
な
り
」
と
い
い
ま
す
が
、
本
当
 

に
そ
う
だ
な
と
編
集
し
な
が
ら
痛
感
 

し
て
い
ま
す
▼
時
間
が
い
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ら
あ
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て
も
足
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ま
せ
ん
▼
早
く
仕
事
に
な
 

れ
て
、時
間
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を
図
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さ
ん
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読
み
や
す
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広
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て
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き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
 

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

河 東 歯 科  

小 山 歯 科  

佐 藤 歯 科  

シ ン ド ウ 歯 科  

松 崎 歯 科  

み ゆ き 歯 科  

0242（75）4899 

0242（28）0180 

0241（22）0344 

0242（22）1363 

0241（27）4802 

0242（22）0220

15 
（日） 

22 
（日） 

29 
（日） 

15 
（日） 

編
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